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ルウェイが、我らが北村朋幹と初めてデュオ・リサイタルを

行う。2025年の〈ニューイヤーコンサート〉でのショスタ

コーヴィチの五重奏曲での共演が引き金となったことは、

あのコンサートをお聴きになられたみなさまには容易に

想像がつくに違いない。これまで比較的個性というかアク

の強いピアニストとの共演イメージが強いウィスペルウェイ

が、北村のような芯はとても強いが引き出しが非常に多く、

アーティスティックな好奇心の強いピアニストとの共演から

どのようなインスパイアを受け、長年弾き続けてきたベー

トーヴェンやショスタコを表現するのであろうか。いろんな

イメージが湧き上がり、想像が止むことがない。近年歳を

重ね、柔軟性にも富んできたかつての剛腕チェリストと、まさ

に脂が乗って円熟期に入った知性派ピアニストの初めての

デュオ。その丁々発止のやりとりのすべてが詳らかになる

TOPPANホールの音響空間での顔合わせ。まさに「室内楽

の醍醐味ここにあり」という必聴のコンサートだ。

　　　　　　　　プログラミング・ディレクター　西巻正史

　演奏家には、ミケランジェリやポリーニのように限られた

レパートリーを生涯かけて同じ方向からアプローチを続け

彫琢させるタイプと、共演者や時流に合わせ様々にスタイル

を変化させながら深化していくタイプがある。ピーター・

ウィスペルウェイは、典型的な後者で、モダンのスペシャリ

ストとしてのキャリアを築きながらも、同郷の先輩アン

ナー・ビルスマに教えを乞い、バロック奏法をいち早く取

り入れたりもしていた。TOPPANホールで長く室内楽の公

演を創ってきたが、世界のトップアーティスト達の多くは、

いろんな引き出しを持ち、曲へのアプローチも、共演者や

状況に応じて様々に変化しながら、決して自分であること

や作品の持っている世界から離れすぎることはない。絶妙の

バランス感覚の上で音楽を楽しんでいる。そしてそれこそが

室内楽の醍醐味だと感じている人が多い。

　ウィスペルウェイは、まさにそうしたタイプの演奏家で

あり、こうした先駆者の存在が、21世紀に入ってのチェロ

界の隆盛を牽引してきたといえる。今回、そんなウィスペ


